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【調査研究・研修の概要】

目的 諫早湾干拓事業により造成された調整池において、アオコによって生産された毒素ミクロシスチンが、諫

早湾および有明海奥部の堆積物にどのように広がり、そこに住む底生生物にどれほど蓄積し、生物濃縮はしてい

るのかという点について明らかにすることを目的とした。

方法 調整池、諫早湾および有明海奥部において、水質・底質調査を実施し、アオコ毒素を定量した。

成果 調整池内でアオコが生産した毒素ミクロシスチンが、年間を通して排水とともに海域（諫早湾）へと排出

されており、諫早湾および有明海奥部の堆積物に蓄積していた。調整池および諫早湾に棲息する小さな底生生物

に蓄積した微量なミクロシスチンが、食物連鎖を通して、それらを摂餌する生物に生物濃縮していた。

【調査研究・研修の経過】

2011 年 4 月、5 月、7 月、8 月、9 月、10 月、11 月、2012 年 2 月、3 月

→ 調整池において水質・底質調査

2011 年 9 月、11 月、2012 年 3 月

→ 諫早湾および有明海奥部海域において多地点採泥調査

2011 年 9 月 17-19 日

→ 2011 年度日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会発表
調整池の空撮写真（毎日新聞 2007年 11月 20日）

【今後の展望など】

・毎年、大量のミクロシスチンが生産される状態が続けば、調整池や諫早湾に棲息する水生生物に食物連鎖を通

して蓄積し、生物濃縮される過程が進行していくことが懸念されるため、一刻も早く調整池の水門を開いて海水

を導入し、塩分の上昇によってアオコの発生を防ぐ必要がある。

・今後も、調整池を含めた有明海全体の調査を継続して行う。 

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費 調整池調査交通費（フェリー代） 47 47

資料費

機材･備品費

会議費

印刷費

協力者謝礼など 一日一人 6,000 円 x 7 日 42 42

外部委託費

その他 調整池傭船費、毒素分析キット、水サンプル送料 509 284 225

合 計 598 373 225

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・高橋 徹、堤 裕昭、羽生 洋三（2010）諫早湾調整池の真実，かもがわ出版，東京，150 pp. 
・九州農政局HP. 諫早湾からの新たな一歩, 諫早湾干拓事業. http://www.maff.go.jp/kyusyu/nn/isahayaindex.html 

グループ名

・代表者名

諫早湾アオコ研究チーム

・梅原 亮

連絡先など
熊本県立大学大学院 環境共生学研究科

umehara84@gmail.com 

助成金額 50 万円

助成のテーマ
諫早湾干拓調整池におけるアオコの大発生と

アオコ毒の堆積物および水生生物への蓄積と健康リスク








